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新
政
ク
ラ
ブ
は
、

真
利
一
朗
。
阪
口
芳
弘
“
松
波
謙
太
〃
南
野
敬
介
が
所
属
す
る
会
派
で
す
。
二
〇
一
七
年
一
年
間
の
議
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

護
三
三
ユ
，
爺
中
央
防
災
会
議
の
発
表
で
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
被
害
は
、
死

者
数
約
三
二
万
一
二
〇
〇
〇
人
、

負
傷
者
約
六
二
万
三
〇
〇
〇
人

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
波
謙
太

《
代
表
質
問
》

一
一
一
月
九
日
に
行
わ
れ
た
第
一
回
定
例
会
に

て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

◎
学
校
現
場
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い
て

◆
松
波
謙
太
議
員

防
災
教
育
は
、
自
ら
危
険
を
予
測
し
回
避

す
る
能
力
を
高
め
、
命
を
守
る
行
動
に
つ
な

が
り
、
学
ん
だ
事
は
、
卒
業
後
も
生
涯
活
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
釜
石
の
奇
跡
」
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
背
景
は
教
育
で
子
ど
も
が
身

に
つ
け
た
対
応
力
が
想
定
外
を
乗
り
越
え
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
義
務
教
育
に
お
い
て
社

会
の
防
災
、
減
災
力
の
向
上
な
ど
、
災
害
全

般
に
対
す
る
理
解
、
学
習
す
る
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
市
区
町
村
の
教
育
委
員
会
な

ど
教
育
行
政
、
教
育
現
場
は
、
発
達
の
段
階

に
応
じ
た
防
災
教
育
、
防
災
管
理
等
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

各
学
校
に
お
い
て
、
学
校
安
全
を
ど
う
と

ら
え
、
防
災
に
ど
う
対
応
し
、
い
か
に
児
童
。

生
徒
を
守
る
か
、
近
年
の
学
校
の
現
状
の
課

題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

％
％
％
％
総
　
生
き
る
力
を
育
む
防
災
教
育

を
児
童
“
生
徒
に
対
し
、
教
科
内
で
ど
の
程

度
の
年
間
時
間
を
設
け
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
教
師
、
職
員
向
け
の
防
災
教
育
研

修
や
地
域
性
を
考
慮
し
た
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、
児
童
。
生
徒
へ
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
防
災
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
も
お

尋
ね
し
ま
す
。

◎
西
敏
明
教
育
長

小
。
中
学
校
で
は
、
火
災
、
地
震
、
津
波
、

不
審
者
侵
入
等
の
避
難
訓
練
の
実
施
を
初

め
、
日
常
生
活
の
中
に
存
在
す
る
危
機
に
気

づ
き
、
適
切
に
対
応
で
き
る
実
践
的
な
能
力

や
態
度
、
望
ま
し
い
習
慣
の
形
成
を
目
指
し

て
、
学
級
活
動
や
学
校
行
事
等
で
防
災
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
に
つ
い
て
適
切
な
意
思
決
定
が

で
き
る
よ
う
防
災
学
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

教
職
員
向
け
の
平
成
二
八
年
度
防
災
教
育

研
修
は
、
六
月
に
各
幼
〃
小
。
中
学
校
の
担

当
者
を
対
象
に
、
ま
た
十
一
月
に
は
校
園
長

会
“
主
査
会
合
同
研
修
で
、
市
の
危
機
管
理

担
当
を
講
師
に
迎
え
、
貝
塚
市
に
お
け
る
防

災
対
策
。
校
区
に
特
化
し
た
防
災
の
課
題
。

そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
い
た
し

◆
松
波
謙
太
議
員

少
し
気
に
な
る
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。

教
育
心
理
学
研
究
の
実
践
研
究
の
中
で
、

小
学
校
五
〇
六
年
生
を
対
象
に
、
防
災
教
育

が
保
護
者
の
防
災
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
調

査
さ
れ
た
も
の
で
す
。

防
災
教
育
を
行
っ
た
前
後
三
箇
月
の
恐
怖

感
情
や
脅
威
へ
の
帰
着
性
、
脅
威
の
深
さ
、

反
応
効
果
性
を
測
定
し
た
結
果
、
防
災
教
育

直
後
の
保
護
者
は
、
感
情
や
認
知
の
高
ま
り

が
確
認
さ
れ
た
の
が
、
三
箇
月
後
に
は
防
災

教
育
前
の
水
準
ま
で
戻
っ
た
事
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
防
災
意
識
は
持
続
し
な
い
事
を
前
提
に
、

今
後
定
期
的
に
再
学
習
を
す
る
機
会
を
持
つ

事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
や
家
族
へ
の
伝
達
意
図
を
高
く
す

る
教
育
の
内
容
を
工
夫
す
る
の
が
有
効
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
防
災
教
育
が
問
わ
れ
て
い
る

中
、
児
童
“
生
徒
へ
再
学
習
と
効
果
的
な
防

災
教
育
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

◎
西
敏
明
教
育
長

防
災
指
導
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
体

を
使
っ
て
動
き
な
が
ら
学
ん
で
い
く
と
い
う

や
り
方
で
す
。

年
間
三
回
（
火
災
。
地
震
“
不
審
者
）
　
行

っ
て
い
ま
す
。

教
科
に
お
け
る
学
習
も
行
わ
れ
て
い
る
の

で
何
時
間
使
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
普

通
の
授
業
の
中
で
学
習
し
て
勉
強
す
る
が
大

切
と
考
え
ま
す
。

保
護
者
に
も
学
ん
だ
後
の
「
喉
元
過
ぎ
れ

ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」
と
い
う
こ
の
問
題
は
、

非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も

刺
激
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
み
を
研
究

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

松
波
謙
太
議
員
議
会
で
の
役
職

〃
議
会
運
営
委
員
会
委
員

・
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
委
員

〃
防
災
〃
環
境
問
題
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

“
貝
塚
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

記
事
は
正
式
議
事
録
を
参
照
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。
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新
政
ク
ラ
ブ
は
、

真
利
一
朗
。
阪
口
芳
弘
〃
松
波
謙
太
。
南
野
敬
介
が
所
属
す
る
会
派
で
す
。
一
一
〇
一
七
年
一
年
間
の
議
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

新
琴
フ
三
ユ
，
爺
◆
南
野
敬
介
議
員

六
月
の
段
階
で
、
何
ら
か
の

形
で
成
果
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

◎
福
祉
部
長

六
月
五
日
現
在
で
登
録
者
が

七
名
。
そ
れ
以
降
、
予
約
が
四

南
野
敬
介

《
第
二
回
定
例
会
一
般
質
問
》

六
月
十
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
定
例

会
で
の
一
般
質
問
で
す
。

◎
婚
活
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
南
野
敬
介
議
員

婚
活
に
は
人
口
減
少
を
ど
う
食
い
と
め
る

か
と
い
う
視
点
も
要
る
と
思
い
ま
す
。

貝
塚
市
の
人
口
も
ピ
ー
ク
時
か
ら
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
“
人
口
問
題
研
究
所
の
人

口
統
計
で
、
何
も
し
な
け
れ
ば
二
〇
四
〇
年

に
は
七
万
七
千
人
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ます。そ
の
中
で
、
四
月
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

（
社
協
）
　
で
結
婚
相
談
が
始
ま
っ
て
る
が
、

具
体
的
に
何
を
し
て
い
る
の
か
。

◎
福
祉
部
長

市
内
在
住
〃
在
職
者
を
対
象
に
、
登
録
手

続
き
し
、
中
か
ら
希
望
の
相
手
を
選
び
、
双

方
合
意
に
よ
り
、
初
回
は
相
談
員
の
立
会
い

の
下
で
お
見
合
い
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
、
交
際
、
結
婚
生
活
等
に
お

け
る
悩
み
事
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
相

談
を
受
け
ま
す
。

件
入
っ
て
い
ま
す

◆
南
野
敬
介
議
員

現
在
社
協
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
今

度
は
貝
塚
市
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
か
。

◎
都
市
政
策
部
長

人
口
減
少
の
抑
制
等
を
掲
げ
た
貝
塚
市
ま

ち
“
ひ
と
〃
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
平
成

二
七
年
一
〇
月
に
策
定
し
、
「
若
者
が
住
み

続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
賑
わ
い

と
活
気
に
あ
ふ
れ
、
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

「
創
生
総
合
戦
略
」
を
本
年
度
中
に
改
定

す
る
予
定
で
、
そ
の
中
で
婚
活
に
関
す
る
施

策
を
追
加
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

◆
南
野
敬
介
議
員

貝
塚
市
ま
ち
“
ひ
と
〃
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
加
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

い
つ
ぐ
ら
い
を
め
ど
に
改
定
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
か
。

◎
都
市
政
策
部
長

今
年
度
が
貝
塚
市
ま
ち
“
ひ
と
“
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
中
間
年
に
な
り
、
今
年
度

で
策
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
南
野
敬
介
議
員

我
々
新
政
ク
ラ
ブ
は
政
務
調
査
で
神
奈
川

県
海
老
名
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

海
老
名
市
で
「
縁
結
び
タ
ク
シ
ー
事
業
」

と
い
う
事
業
が

取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
海
老
名
市
の

名
所
を
タ
ク
シ

ー
を
使
っ
て
訪

れ
、
そ
の
際
運

転
手
が
勉
強
し

て
名
所
案
内
す
る
丸
一
日
の
企
画
で
す
。

実
費
で
、
海
老
名
市
周
辺
の
結
婚
相
談
所

に
声
を
か
け
、
周
辺
の
自
治
体
か
ら
も
援
助

を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
三
〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
カ
ッ
プ

ル
が
五
組
で
き
た
と
。
他
市
の
参
加
者
で
も

将
来
的
に
海
老
名
市
に
居
住
し
て
も
ら
う
た

め
の
投
資
と
い
う
視
点
で
し
た
。

そ
こ
で
、
貝
塚
市
で
も
、
観
光
地
も
あ
り
、

水
鉄
タ
ク
シ
ー
“
水
鉄
バ
ス
“
水
間
鉄
道
も

あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
使
い
縁
を
貝
塚
市
に
呼

び
込
む
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

◎
都
市
政
策
部
長

先
ほ
ど
議
員
か
ら
い
た
だ
い
た
提
案
等
も

含
め
て
改
定
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
南
野
敬
介
議
員

こ
れ
は
一
つ
の
案
で
す
。
婚
活
は
、
今
の

若
者
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
で
全
然
変
わ

っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
辺
を
リ
サ
ー

チ
し
て
、
何
が
貝
塚
市
の
魅
力
を
感
じ
る
よ

う
に
情
報
を
発
信
で
き
る
の
か
、
ま
た
ど
ん

な
仕
組
み
が
で
き
る
の
か
と
い
う
の
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
際
、

ど
こ
の
課
が
窓
口
に
な
る
の
か
や
、
整
理
の

仕
方
な
ど
、
今
の
段
階
で
ど
う
考
え
て
い
る

のか。

◎
都
市
政
策
部
長

貝
塚
市
ま
ち
“
ひ
と
。
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
窓
口
は
政
策
推
進
課
で
す
。

そ
の
中
の
検
討
材
料
の
中
で
ど
こ
の
担
当

が
最
終
的
に
持
つ
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。南
野
敬
介
議
員
議
会
で
の
役
職

“
総
務
産
業
常
任
委
員
会
委
員

。
庁
舎
建
替
問
題
対
策
特
別
委
員
会
副
委
員
長

。
大
阪
府
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

記
事
は
正
式
議
事
録
を
参
照
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。


